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生かそう、守ろう　温泉文化

２０１３年　　地域づくりの貴重な資源
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（１） 第２６８６号昭和烽年８月炸日第３種郵便物認可 ２０１３年（平成２５年）１月１日（火曜日） （毎週土曜日発行）
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込
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狠
万
人
ほ
ど
と
欷
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湯
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欷
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温
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温
泉
に
代
表
さ
れ
る
指
宿
市

内
に
数
多
く
あ
る
温
泉
地
の
総
称
盜浴
衣
を
着
て
砂
に
埋
ま
る
欹
砂
む
し
飮が
有
名
で
欷

体
験
が
で
き
る
施
設
欹
砂
楽
飮
に
欷
２
０
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Ｒ
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光
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島
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日
３
往
復
し
て
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る
盜

森英二郎［もりえいじろう］イラストレーター・木版画家
涅淆渊涸年京都府生まれ、大阪育ち。涅淆淦淆～涸渕年関西の情報誌「プレイガイド・ジャーナル」の表紙

イラストレーション、涸涸年に東京に仕事場を移し、淹濤濤淹～濤淇年雑誌「小説新潮」の表紙イラスト

レーションを担当。装丁、挿画を中心に木版画を制作している。

　毎年渕濤濤万人の観光客が訪れる登別温泉の特徴は、一つの温泉郷から多彩な泉質

の源泉が湧出すること。源泉の多くは地獄谷からで、湧出孔や噴気孔から立ち登る、

硫黄のにおいと熱気や湯煙からその名が由来した。毎年８月末には地獄の釜の蓋が

開き、閻魔大王が鬼を従えて現れるという「地獄まつり」が開催される。年間を通

して町のいたるところには鬼像が安置されており、観光客を迎えてくれる。
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入
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温
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檸
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催
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０
０
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温
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　日本一の自然湧出量を誇る草津温泉。日本武尊や行基、源頼朝によ

って発見されたという伝説が残るほど歴史は古い。町のシンボル「湯

畑」からは毎分渊濤濤濤悪の源泉が湧き出し、常に湯煙を舞い上げている。

淹濤涅渕年４月には湯畑のそばに温浴施設「御座之湯」がオープンする。

年間渕濤濤万人が訪れる草津の新たな観光スポットになりそうだ。


